
No. 251 2023 特　集 9

特集：工業炉（熱処理）の電化について考える�

1． 緒言

工業炉は、鉄鋼、自動車、電気、電子、窯業、化学
工業等の多くの産業分野において、各種の原材料を加
熱、熱処理するために必須な設備である 1）。わが国の
工業炉の消費エネルギーは、国内全体の約 15％を占
めており、2050 年のカーボンニュートラル社会構築
を目指す上で、工業炉の取り組みは極めて重要である。
工業炉業界ではこれまでも省エネルギー化技術が開発
され、積極的な導入が行われてきたが、将来の持続可
能なカーボンニュートラル社会を構築するためには、
さらに省エネルギー化を推進するとともにエネルギー
資源の非化石燃料へのエネルギー転換及び電化の推進
が求められる。本報では、工業炉のカーボンニュート
ラルに向けた電化のポテンシャル及び今後の課題につ
いて述べる。

2． �工業炉の概要及びカーボンニュートラル
に向けた取り組み

2．1　工業炉の概要
工業炉は、大別すると燃焼炉と電気炉に区分される

（表 1）2）。燃焼炉は、燃料（ガスや重油など）をバー
ナで燃焼させることにより加熱する。燃焼炉は、燃焼
生成ガスのモーメンタムを利用して対流による加熱を
促進させることができるが、排ガス処理等のユーティ
リティ設備が必要となる。電気炉は、電気をエネルギー
源として加熱するもので、抵抗加熱、誘導加熱、アー
ク加熱などの種類がある。電気炉は排ガス処理が不要
なため、全体の設備がコンパクトになり、温度制御が
容易、急速加熱、作業性が良く環境が良好、燃焼炉に
よる加熱に比べて高温条件を得やすいなどの特徴を有
するが、エネルギーコストは燃焼炉にくらべると一般
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表 1　熱源と加熱方式による炉の用途分類


